
SoftBank Corp. 2021 All rights reserved 

OpenFRUCtoSご紹介

ソフトバンク株式会社

加藤公一



SoftBank Corp. 2021 All rights reserved 

目的 2

HL7® FHIR®規格の普及を推進するため、無償で導入できる
プロダクトとしてHL7® FHIR®を展開し国内の医療機関等の
システムへ実装を進めていくことで、誰でも医療情報が容易に

活用できる世界の実現を目指す

HL7®, HEALTH LEVEL SEVEN®, および FHIR® は Health Level Seven International の

米国およびその他の国における登録商標です。

FHIR® is the registered trademark of HL7 and both openfhir.jp and FHIR are used with the permission of HL7. Use of 

the FHIR trademark does not constitute endorsement of this product by HL7.
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背景 3

次世代健康医療記録システム共通PF NeXEHRSの策定と実装の推進
HL7 FHIRの日本における実装 OpenFRUCtoS プロジェクトを設立

https://jpfhir.jp/https://nexehrs.jp/
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FHIRとは 4

Fast ：短期間で開発・導入が可能

Health ：医療が対象分野

Interoperable ：医療情報の相互運用性

Resources ：リソース

HL7により開発された医療情報関連の標準規格
現在の情報通信環境に合わせ、情報交換技術にRESTを採用

出典：http://www.hl7.org/fhir/

普及しているウェブ技術を使った医療情報の相互交換の規格

http://www.hl7.org/fhir/
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5OpenFRUCtoSの位置づけ

NeXEHRSにおいて、

米国発祥の医療情報標準規格 HL7 FHIR を最大限活用し、極力FHIRに準拠し必要な拡張を行う方針

OpenFRUCtoS プロジェクト HL7FHIR日本実装WG

要件・仕様検討とシステム実装

JP Coreをサポート

必要なExtensionやValue Setなどを頻用UseCaseごとに具体的に
決定、その文書化

国/地域/グループ/アプリケーションレベルで、Resource拡張を
行うことができる仕組み「FHIR Profile」を利用し、

日本固有のプロファイルJP Coreを検討・策定中

FHIRはあくまで規格
なので、実装が必要

FHIRの拡張性を利用して
日本に合わせた規格制定を
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6OpenFRUCtoSの構造

全体アーキテクチャを三層で定義し、
コンソーシアム・日本語化WGのメンバーである複数社で協力構築
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JP Coreとは？ 7

医療現場での実際の活用においては、FHIRの基本Resourceだけでは不十分

国/地域/グループ/アプリケーションレベルで、Resource拡張を行うことがで
きる仕組み「FHIR Profile」を利用する

日本医療情報学会NeXEHRS研究会HL7FHIR WGでJPプロファイル(JP Core)
の検討・策定を行っている

出典：https://simplifier.net/guide/profilingacademy/IntroductiontoFHIRandprofiling

https://simplifier.net/guide/profilingacademy/IntroductiontoFHIRandprofiling
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JP Coreの内容の参照 8

JP Coreで策定中の内容は
Simplifier(各国の様々な
FHIRプロファイルを公開)
にアップロード

参考

https://simplifier.net/fhirjpigwg

https://simplifier.net/fhirjpigwg
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アダプタについて 9

Open FRUCtoSのRESTful APIを通じて、電子カルテシステムなどのデータを
読み出すことのできる「アダプタ」を提供

電子カルテアダプタ

FHIRクライアント

マッピング定義を作ることで独自テーブル構造に対応可能
既存システムとの親和性が高い
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FRUCtoSのエディション 10

2つのエディションで提供予定
※ソフトウェアライセンスについては検討中

OpenFRUCtoS FRUCtoS（仮称）

プロファイル JPプロファイルをサポート 任意のプロファイルをサポート

サポートするFHIRのバ
ージョン

最新のPublicationのみ対応 複数バージョンに対応

パラダイム RESTful APIのみ 全て

認証認可 OAuth2.0 Client Credentials OAuth2.0 Authorization Code Grant

SMART on FHIR対応 スコープ非対応
Smart App Launchフレームワーク一
部対応

スコープ制御の対応
Smart App Launchフレームワーク
1.0.0 のサポート
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ベータ版リリースについて 11

• Open FRUCtoS バイナリ評価版
• バイナリ評価版は誰でも申し込みをしてダウンロード可能
• OpenFRUCtoSサーバをdockerで簡単に構築
• 今後適宜アップデート予定

2021/1/20 OpenFRUCtoS 初版（1.0ベータ）をリリース！
2021/5/18 1.1ベータをリリース！

リンク：https://open.fructos.jp/

2021/5/6現在
ダウンロード数
42回

https://open.fructos.jp/
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ベータ版実装機能 12

インタラクション Search parameters Search control 

parameters

1.0ベータで実装済 read

search(type level)

capabilities

create

update

delete

transaction

batch

_format

_pretty

_elements

_id

_lastUpdate

_has

_type

_profile

_include

1.1ベータ以降で実装 vread

history(instance level)

history(type level)

search(all system level)

patch

history(all system level)

_list

_tag

_security

_content

_text

_query

_filter

_revinclude

_contained

_containedType

_summary

_count

_sort
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まとめ

OpenFRUCtoSとは

• 医療情報相互交換の国際規格（HL7 FHIR）に従った実装です
• 日本独自の仕様（JP Core）にも対応しています
• 現在評価版（ベータ版）を公開しています


